
5.3 科学研究費など外部資金

a.研究課題
b.研究代表者
c.金額

(1) 日本学術振興会
(1.1) 科研費新学術領域 (研究領域提案型) 太陽地球圏環境予測: 我々が生きる宇宙の理解
とその変動に対応する社会基盤の形成 (代表: 草野完也)

(1.1.1)

a. A02 太陽嵐の発生機構の解明と予測
b. (代表)一本潔
c. 平成 27年–31年 総額 125,400,000円 (平成 28年度 43,810,000円)

(1.1.2)

a. A04 太陽周期活動の予測とその地球環境影響の解明
b. (代表)余田成男、(分担)浅井歩
c. 2016(平成 28)年度: 850,000円 (浅井分配分)

(1.1.3)

a. A04 太陽周期活動の予測とその地球環境影響の解明
b. (代表)余田成男、(分担)上野悟
c. 2016(平成 28)年度: 3,000,000円

(1.1.4)

a. コロナ磁場モデリングに最適なスペクトル線の選定
b. 阿南 徹
c. 1,950,000円

(1.2) 基盤研究
(1.2.1) 基盤研究 (B)

a. 太陽白色光フレアの解析に基づく、スーパーフレア星の磁気活動機構の解明
b. 柴田一成
c. 平成 28年–30年 (総額 13,600,000円) 平成 28年度: 6,600,000円

(1.2.2) 基盤研究 (C)

a. 地表層補償光学に基づく超広視野太陽像回復の効果
b. 代表: 三浦則明 (北見工業大学) 分担: 上野悟
c. 100,000 円

(1.3) 若手
(1.3.1) 若手 (B)

a. 太陽衝撃波の観測的研究による、コロナ質量放出の発生源の解明
b. 浅井歩
c. 平成 27年–29年 平成 28年度: 700,000円
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太陽ジェット現象におけるエネルギー蓄積・解放過程の観測的研究

太陽では、大気下層の彩層から上空のコロナへ高密プラズマが超音速で噴出する「ジェッ
ト現象」が観測される。ジェット現象の引き金は磁気リコネクションという磁気エネルギー
の突発的散逸過程であり [1]、これにより大気中に蓄積していた磁気エネルギーがジェット
の運動・熱エネルギーに変換される。近年の研究では、磁気リコネクション過程がジェッ
トのエネルギーだけでなく、その内部構造にも影響を与える可能性に理論・観測の両面か
ら注目が集まっている。一方、突発的なジェット現象の数分の加速期を高時間・空間分解
能で観測することは困難であり、ジェットの内部構造の発現機構を議論するために必要な
観測的研究はこれまで定量性を欠いていた。とりわけジェットの内部構造を分光観測で物
理量診断することに成功した例は数例 (e.g., [2]) に留まっていた。
　以上の研究動向を踏まえ、我々は京大・理・附属天文台の太陽望遠鏡で分光観測に成

功したジェット現象のスペクトル解析を行い、ジェット内部の物理量分布を高精度で導出
した。その結果彩層で駆動されたジェットは、平均的には重力によって単調に減速してい
くのだが、内部の一部のプラズマは噴出後上空で再び加速される「二段階加速」を経験し
ていることを発見した。この現象について我々は、エネルギー論的な見地からジェット内
部のプラズモイドが関わる磁気リコネクションであると解釈した。本研究 [3][4]は、微細
構造のダイナミクスが観測可能な太陽ジェット現象ならではの成果である。

図: スペクトル解析によって得られた彩層ジェットの速度分布の時間発展（視線方向が正）。
観測した彩層ジェットは黒点近傍（斜線部）から噴出し、上空数万 kmまで上昇した。

Reference:

[1] Shibata, K., Nakamura, T., Matsumoto, T., et al. 2007, Science, 318, 1591

[2] Tamenaga, T., Kureizumi, T., & Kubota, J. 1973, PASJ, 25, 447

[3] Sakaue, T., Tei, A., Asai, A., et al. 2017, PASJ, 69, 80

[4] Sakaue, T., Tei, A., Asai, A., et al. 2017, arXiv:1710.08441 (accepted by PASJ)

(坂上峻仁 記)
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(1.3.2) 若手 (B)

a. 多波長同時偏光分光観測で明らかにする太陽彩層大気の磁気流体波
b. 阿南 徹
c. 平成 27年–29年 総額 4,290,000円 (平成 28年度: 390,000円)

(1.4) 特別研究員 奨励費
(1.4.1) 特別研究員 奨励費 (DC)

a. 太陽面爆発現象における速い磁気リコネクション発生機構の研究
b. 高橋 卓也
c. 900,000円

(1.4.2) 特別研究員 奨励費 (DC)

a. 相対論的な領域を含む磁気駆動されるフレア現象の統一的な理解
b. 竹重 聡史
c. 1,200,000円

(1.4.3) 特別研究員 奨励費 (DC)

a. スーパーフレア星の観測から迫る、太陽型恒星の磁気活動とダイナモ理論
b. 野津湧太
c. 1,200,000円

(1.5) ひらめきときめきサイエンス ようこそ大学の研究室へ KAKENHI

a. 太陽の謎を探る
b. 柴田一成
c. 344,000円

(2) 京都大学
(2.1) 生存圏ミッション研究
a. IUGONETを通したCa II K 太陽彩層全面画像データベースの公開とそれによる
太陽活動長期変動研究

b. 上野悟
c. 350,000円

(2.2) 全学経費
(2.2.1) 設備整備経費
a. 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡の観測制御装置の更新
c. 83,500,000円

(2.2.2) 特別協力経費
a. 理学研究科国際連携拠点における世界展開加速化促進事業
c. 2,400,000円

(3) 名古屋大学太陽地球環境研究所
(3.1) 研究集会
a. 太陽フレアデータ解析ワークショップ
b. 浅井歩 (代表)、増田智、塩田大幸
c. 347,000円
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(4) 国立天文台
(4.1) 共同開発研究
a. スペース太陽観測用の彩層偏光面分光装置の開発
b. 永田伸一
c. 3,700,000円

(4.2) 委託研究 (大学支援)

a. 太陽観測を通したペルーとの天文学学術研究交流:

分光観測装置とコロナ観測装置の整備
b. 柴田一成
c. 500,000円

(5) その他
(5.1) 第 9回資生堂・女性研究者サイエンスグラント
a. 宇宙天気の擾乱源である、太陽プラズマ噴出の発生機構の解明
b. 浅井歩
c. 1,000,000円
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